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天
保
一
三
年
公
儀
触
の
伝
達
結
果
に
よ
る

両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
検
証
と
課
題
・
展
望山

田　
　

洋
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
書
第
一
部
天
保
一
三
年
公
儀
触
伝
達
調
査
報
告
（
以
下
、
調
査
）

別
表
に
よ
り
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
か
ら
な
る
両
領
国
体
制
の
存
在
、
構
造

の
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

徳
川
領
国
は
、
親
藩
、
譜
代
藩
、
旗
本
の
領
地
、
幕
府
の
直
轄
領
に
加
え
て
、

家
臣
化
し
た
譜
代
並
等
の
中
小
外
様
藩
領
等
か
ら
な
る
徳
川
家
を
主
と
す
る
約

二
、一
〇
〇
万
石 

の
領
国
で
あ
る
。
国
持
外
様
領
国
は
、
国
、
郡
を
一
円
規
模
に

領
す
る
国
持
外
様
大
名
一
九
家
（
本
書
一
七
四
頁
【
表
１
】、
藤
堂
家
、
宗
家
は

徳
川
家
に
臣
従
し
て
い
る
と
し
て
除
く
）
と
そ
の
分
家
の
各
家
領
国
か
ら
な
る
合

計
約
一
、〇
〇
〇
万
石 

の
領
国
地
帯
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
内
部
構
造
は
、

地
方
知
行
を
行
う
家
臣
（
給
人
）
を
領
主
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
両
領

国
の
関
係
は
、
朝
尾
直
弘
氏
の
見
解
に
よ
り
徳
川
領
国
が
担
う
大
公
儀
が
国
持
外

様
領
国
を
編
成
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
両
領
国
は
、
木
村
礎
氏
校
訂
『
旧

高
旧
領
取
調
帳
』（
コ
ラ
ム
４
参
照
）
に
よ
っ
て
分
析
し
た
全
国
の
所
領
構
成
か

ら
確
認
し
、
関
係
の
研
究1

成
果
に
学
ん
で
今
日
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る2

。

検
討
の
結
果
を
先
に
述
べ
る
と
、
伝
達
さ
れ
た
公
儀
触
の
数
の
徳
川
領
国
は

「
多
」、国
持
外
様
領
国
は
「
少
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
傾
向
に
つ
い
て
は
、

決
定
的
な
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
伝
達
の
検
証
の
な
か
で
注
目
さ
れ
た
「
最
適
化
」
と
い
う
分
析
視

角
（
指
標
）
で
検
証
が
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
を
提
示
し
、
若
干
の
展
望

を
述
べ
た
。
公
儀
触
の
伝
達
か
ら
み
る
と
国
持
外
様
領
国
は
徳
川
領
国
に
比
し
て

最
適
化
が
進
ん
だ
構
造
と
し
、
こ
の
指
標
を
も
っ
て
存
在
を
確
認
で
き
る
の
で
は

と
の
展
望
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
で
は
、
本
書
第
一
部
の
報
告
の
よ
う
に
、
以
下
、「
藩
」
等
の
用
語
の
使

用
を
控
え
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
（
史
料
等
で
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
「
」
を
付
し
て
使
用
）。
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一　

天
保
一
三
年
公
儀
触
の
伝
達
結
果
に
よ
る
両
領
国

　
　
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
検
証

筆
者
は
、
近
年
は
、
公
儀
触
の
両
領
国
へ
の
伝
達
の
分
析
を
継
続
し
て
行
い
、

そ
の
結
果
か
ら
存
在
、
構
造
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
を
設
定
し
て
①
山
城
・
丹
波
・
丹
後
国
、
京
都(

洛
中
洛
外

町
続)

と
鳥
取
池
田
家
領
（
三
二
万
石
）3　

、②
武
蔵
国
と
萩
毛
利
家
領
（
九
七
万

石
）4　

の
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
①
の
鳥
取
池
田
家
領
の
村
に
伝
達

さ
れ
た
公
儀
触
は
今
回
の
調
査
基
軸
年
と
し
て
い
る
天
保
一
三
年
（
一
八
三
二
）

の
三
触
（
今
回
の
調
査
で
鳥
取
町
に
伝
達
の
七
触
を
確
認
）、
②
の
萩
毛
利
家
領

の
同
触
は
五
触
で
あ
り
、
①
②
の
徳
川
領
国
の
村
、
町
に
伝
達
さ
れ
た
触
数
は

一
〇
触
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
持
外
様
領
国
へ
の
伝
達
公
儀
触
数
は
徳
川

領
国
へ
伝
達
さ
れ
た
公
儀
触
数
よ
り
も
少
な
い
傾
向
が
確
認
で
き
、
少
な
い
と
い

う
傾
向
は
国
持
外
様
領
国
の
自
立
性
の
現
わ
れ
で
存
在
を
証
す
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
全
国
に
調
査
を
拡
げ
て
行
う
こ
と
に
し
、
本
書
第
一
部
の
拙
稿
の
結

果
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

調
査
の
結
果
の
集
約
は
本
書
第
一
部
の
【
別
表
】
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
、
村

町
に
伝
達
さ
れ
た
出
典
年
数
が
〇
・
八
以
上
の
公
儀
触
数
を
両
領
国
別
に
ま
と
め

た
の
が
【
表
１
】
で
あ
る
。

江
戸
城
下
の
二
一
〇
触
は
じ
め
三
都
は
別
と
す
れ
ば
徳
川
領
国
の
Ａ
３
の
河

内
国
楠
葉
村
の
四
五
触
と
国
持
外
様
領
国
の
Ｂ
１
の
備
前
国
岡
山
城
下
の
二
六
触

を
比
較
す
る
と
Ｂ
１
は
Ａ
３
の
約
半
分
で
、
Ａ
「
多
」、
Ｂ
「
少
」
の
傾
向
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
天
保
一
三
年
分
だ
け
で
あ
り
、
Ａ
に
も
数
触
の
村
も
あ
る

こ
と
か
ら
決
定
的
な
傾
向
と
い
え
な
い
。総
体
的
に
は
同
傾
向
を
確
認
で
き
る
が
、

当
初
、
予
想
し
て
い
た
傾
向
を
決
定
的
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
。

な
お
、
今
後
も
両
領
国
の
村
町
に
伝
達
さ
れ
た
公
儀
触
の
調
査
を
行
い
、
触

数
の
「
多
」、「
少
」
の
傾
向
の
検
討
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
公
儀

触
の
内
容
と
伝
達
先
の
地
域
的
特
性
な
ど
を
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

両
領
国
の
存
在
、
構
造
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

二　

課
題
・
展
望　

最
適
化

前
節
の
と
お
り
、
両
領
国
の
村
町
へ
の
公
儀
触
の
伝
達
結
果
か
ら
、
両
領
国

体
制
の
存
在
、
構
造
を
決
定
的
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
公
儀
触
伝
達

の
調
査
を
と
お
し
て
、
課
題
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
課
題
に
よ
っ
て
、
新

た
な
両
領
国
体
制
の
存
在
等
検
証
の
展
望
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

本
書
第
一
部
拙
稿
の
「
お
わ
り
に　

今
後
の
課
題
等
」
に
お
い
て
今
後
の
課

題
の
②
と
し
て
「
多
様
な
領
主
文
書
（
旗
本
、
給
人
等
）
の
収
集
」
を
あ
げ
た
。

具
体
的
に
は
、
旗
本
の
知
行
地
、
給
人
の
給
地
に
お
け
る
御
用
留
等
の
収
集
を
今

後
の
課
題
と
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
両
者
に
関
わ
る
御
用
留
等
の
収
集
を
注
意
し
て
行
な
っ

た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。

旗
本
の
公
儀
触
伝
達
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
上
野
・
武
蔵
・
山
城
国
に

二
七
三
〇
石
余
を
知
行
す
る
旗
本
天
野
氏
の
山
城
国
に
お
け
る
在
地
代
官
を
務
め

た
森
島
家
の
文
書
（
用
状
・
江
戸
状
）
を
分
析
さ
れ
て
、
知
行
地
の
村
に
在
地
代

官
を
通
し
て
公
儀
触
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
山
城
国
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

と
す
る
中
川
勝
博
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（「
山
城
国
旗
本
天
野
領
に
お
け

る
公
儀
触
の
伝
達
」5

）。
し
か
し
、
こ
の
外
に
旗
本
関
係
の
御
用
留
等
を
確
認
す
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【表１】　両領国の村町への天保 13 年出典年数 0.8 以上公儀触伝達数

A　徳川領国 B　国持外様大名領国
旧国名 領主 村町名 公儀

触数
別表
№

旧国名 領主 村町名 公儀
触数

別表
№

1武蔵国 （江戸城下町） 210 25 1備前国 岡山藩領分 （岡山城下） 26 83

2山城国 （洛中洛外町
続）

50 68 2備前国 岡山藩領分 福田古新田 14 85

3河内国 代官・多羅尾
民部支配

楠葉村 45 78 3羽前国 米沢藩領分 荻村 12 18

4大和国 五条支配所 五条村 40 75 4因播国 （鳥取藩領分）（鳥取町） 7 100

5大和国 奈良府 法隆寺村 38 74 5羽後国 秋田藩領分 （久保田城下） 6 20

6摂津国 （大坂城下＜菊
屋町＞）

36 80 6因播国 鳥取藩領分 銀山村 3 99

7山城国 元守護職役知 内里村 27 70 7陸中国 一関藩 二関村 1 14
8三河国 刈谷藩領分 刈谷町 24 40 8阿波国 徳島藩領 東端山 1 104
9近江国 川越藩領分 鎌掛村 24 59 9筑後国 柳河領（柳河

藩領）
金栗村 1 107

10尾張国 名古屋藩領分 荷ノ上村 20 42 10陸奥国 八戸藩領分 （八戸城下） 0 11

11讃岐国 高松藩領分 川東村 19 103
12下総国 代官・小笠原

甫三郎支配所
上金崎村 18 22

13信濃国 椎谷藩領分 問御所村 17 33

14信濃国 松本藩領分 上一本木村 17 39
15武蔵国 佐倉藩領分 久保田村・覚

十郎組
16 27

16信濃国 須坂藩領分 綿内村 16 34

17大和国 五条支配所 田原村 16 76
18信濃国 上田藩領分 上田町 15 37
19摂津国 兵庫県 椎堂村 14 81
20丹波国 園部藩領分 園部村 13 61
21尾張国 名古屋藩領分 小鈴ヶ谷村 12 43
22美濃国 名古屋藩領分 前野村 11 44
23大和国 奈良府 奈良町 11 73
24讃岐国 高松藩領分 百相村 11 101
25信濃国 小諸藩領分 芝生田村 10 36
26丹後国 舞鶴藩領 瀬崎村 10 67
27越前国 勝山藩領分 勝山町 9 51
28丹後国 舞鶴藩領 境谷村 8 66
29信濃国 上田藩領分 上田町 7 38
30備中国 倉敷支配処 倉敷村 7 89
31上総国 同心給知 分目 5 23
32讃岐国 丸亀藩領分 井関村 4 102
33陸奥国 弘前藩領分 青森町 3 5
34越後国 川浦支配所 青木村（青野

村）
2 32
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る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
近
年
、
旗
本
と
地
方
知
行
を
行
う
給
人
を
比
較
し
て
検
討
す
る
方
向

性
を
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
野
本
禎
司
氏
の
論
考
「
仙
台
藩
士
の
知
行
地
支
配
『
要

害
』
拝
領
・
大
條
家
文
書
か
ら
」6

は
、
両
領
国
体
制
の
観
点
か
ら
注
目
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
論
考
所
収
の
、
伊
達
家
中
の
奉
行
（
家
老
）
で
「
最
終
的

に
四
〇
〇
貫
文
（
四
〇
〇
〇
石
）
を
知
行
す
る
大
身
の
藩
士
」7

の
大
條
家
の
文
書

目
録8

に
は
残
念
な
が
ら
公
儀
触
等
の
伝
達
に
関
わ
る
資
料
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。な

お
ま
た
、
同
氏
が
関
わ
ら
れ
た
、
仙
台
伊
達
家
の
宿
老
を
務
め
た
知
行
高

二
七
〇
〇
石
（
二
七
〇
貫
文
）
の
後
藤
家
の
文
書
目
録9

で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

地
方
知
行
研
究
の
基
本
文
献
で
あ
る
Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
氏
の
研
究
書
『
近
世
日

本
知
行
制
の
研
究
』10

に
も
公
儀
触
伝
達
に
関
わ
る
指
摘
は
管
見
で
あ
る
が
な
か
っ

た
。結

果
、
現
時
点
で
は
、
伊
達
家
領
給
人
が
、
給
地
ま
で
公
儀
触
を
伝
達
し
て

い
た
か
の
確
認
は
出
来
な
か
っ
た
。

伊
達
家
家
中
役
所
か
ら
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、
石
巻
市
立
博
物
館
か
ら
大
肝

入
、
村
の
肝
入
の
文
書
の
目
録
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
公
儀
触
に
関
係
す

る
資
料
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
本
書
第
一
部
【
別
表
】
15
・
16
の
伊
達
家
領
大

肝
入
の
定
留
に
は
公
儀
触
は
確
認
で
き
て
い
る
が
、
大
肝
入
か
ら
伝
達
さ
れ
た
肝

入
が
村
人
ま
で
伝
達
し
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
な
お
、
一
関
市
立
博
物
館

所
蔵
資
料
目
録
で
は
触
関
係
資
料
の
表
紙
の
み
確
認
で
き
た11

が
、
本
文
は
な
か
っ

た
。た

だ
し
、
支
倉
清
・
支
倉
紀
代
美
氏
の
研
究
『
下
級
武
士
の
田
舎
暮
ら
し
日

記 　

奉
公
・
金
策
・
獣
害
対
策
』12

に
よ
れ
ば
、
伊
達
家
給
人
で
知
行
高
一
貫
八
八

文
（
一
〇
石
八
斗
八
升
）
の
矢
嶋
家
の
日
記
に
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
二

月
付
の
公
儀
触13

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仙
台
か
ら
同
家
ま
で
の
伝
達

の
経
路
、
給
地
へ
の
伝
達
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
旗
本
、
給
人
関
係
の
公
儀
触
伝
達
関
係
の
調
査
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
給
人
に
限
れ
ば
公
儀
触
を
含
む
触
に
つ
い
て
給
地
へ

の
伝
達
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
義
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
な
ど
の
疑
問
が
あ
る
。

国
持
外
様
領
国
の
三
二
万
石
鳥
取
池
田
家
領
で
は
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）

に
は
、
給
人
が
、
公
儀
触
で
は
な
い
が
、
同
家
中
か
ら
の
触
を
知
行
地
へ
伝
達
し

て
い
た14

。
そ
の
後
の
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
地
方
知
行
は
廃
止
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
給
所
と
の
関
係
は
依
然
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
地
方
知
行
廃
止
後
、
触
を
伝
達
し
て
い
た
か
の
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
お
そ
ら
く
は
お
こ
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

畿
内
近
国
の
村
の
御
用
留
等
に
は
領
主
以
外
の
奉
行
所
（
京
都
町
奉
行
所
、
奈

良
奉
行
所
、
大
坂
町
奉
行
所
、
堺
奉
行
所
）
か
ら
伝
達
さ
れ
た
同
一
の
公
儀
触
が

時
に
は
重
複
し
て
記
載
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
畿
内
近
国
の
所
領
構
成
の
あ
り
方
（
散
在
、
錯
綜
、
相
給
）
か
ら

安
岡
重
明
氏
に
よ
っ
て
「
非
領
国
地
域
」
と
さ
れ
る
地
域
の
特
徴
的
な
あ
り
方
の

一
つ
で
あ
る15

が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
の
か
説
明
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

近
年
の
研
究
で
「
非
領
国
地
域
」
と
さ
れ
る
地
域
が
畿
内
近
国
以
外
に
も
確

認
さ
れ
て
い
る
。
出
羽
国
の
村
山
郡16

、
三
河
国17

、
駿
河
国18

、
な
ど
で
あ
る
。
一

部
【
別
表
】
17
・
40
に
よ
れ
ば
前
二
国
の
地
域
で
は
領
主
以
外
の
奉
行
に
よ
る
公

儀
触
の
伝
達
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
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「
非
領
国
地
域
」
畿
内
近
国
は
、
所
領
構
成
が
散
在
、
錯
綜
、
相
給
で
、
領
主

以
外
の
奉
行
所
に
よ
り
公
儀
触
等
が
伝
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
地
域
の
特
質
の
一

つ
と
さ
れ
る
。
各
地
の
相
給
を
村
相
給
率
、
行
政
村
相
給
率
に
よ
っ
て
そ
の
度
合

い
を
み
て
み
た
い
。

【
表
２
】
は
、
非
領
国
地
域
と
さ
れ
る
地
域
、
国
持
外
様
大
名
領
国
が
あ
る
国
、

郡
別
の
村
、
行
政
村
の
相
給
率
等
示
し
て
い
る
。
羽
前
（
出
羽
）
国
村
山
郡
、
三

河
国
は
、
畿
内
近
国
（
山
城
国
を
除
く
）
よ
り
両
相
給
率
は
高
い
の
で
領
主
以
外

の
奉
行
所
か
ら
の
公
儀
触
の
伝
達
が
確
認
で
き
て
も
よ
い
が
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。
公
儀
触
が
領
主
以
外
か
ら
伝
達
さ
れ
る
あ
り
方
は
相
給
率
が
高
率
で
あ
る
こ

と
が
理
由
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。

【
表
２
】
①
12
の
阿
波
国
は
国
持
外
様
領
国
で
、
旧
高
旧
領
取
調
帳
で
は
給
人

も
領
主
と
し
て
両
相
給
率
が
高
率
で
あ
る
。
本
書
第
一
部
【
別
表
】

104
の
東
端
山

（
村
）
は
、
旧
高
旧
領
取
調
帳
で
は
「
徳
島
藩
領
」（
蔵
入
）
で
給
地
で
は
な
い

が
、
他
の
史
料
に
よ
れ
ば
給
人
長
坂
三
郎
左
衛
門
（
二
九
八
石
余
〈
東
端
山
の
石

高
〉）
の
知
行
地
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る19

。
本
書
第
一
部
の
調
査
で
東
端
山
に
伝

達
さ
れ
た
公
儀
触
は
天
保
一
三
年
間
で
一
触
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
東
端
山
の
庄

屋
武
田
氏
に
伝
達
し
た
の
は
、
郡
代
→
与
頭
庄
屋
→
庄
屋
・
肝
入
→
五
人
組
の
系

統20

の
与
頭
庄
屋
曽
我
部
道
右
衛
門21

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
給
人
は
こ
の
公

儀
触
を
伝
達
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

鳥
取
池
田
家
領
の
給
所
の
あ
る
村
へ
の
公
儀
触
等
伝
達
は
、
本
書
第
一
部
【
別

表
】
99
（
給
地
も
あ
る22

）
に
よ
る
と
給
人
に
よ
る
伝
達
で
は
な
く
、
家
中
役
所

か
ら
の
伝
達
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
大
身
給
人
に
よ
る
自
分
手
政
治
の
米
子
町
は

行
わ
れ
て
い
た23

。

長
く
な
っ
た
が
、
以
上
に
よ
り
、
国
持
外
様
領
国
で
は
一
般
給
人
に
よ
る
公

【表２】　旧高旧領取調帳による両相給率等
①　国別相給率等
旧国名 石高 村数 相給村数 村相給率 行政村数 相給行政村数 行政村相給率

1 羽前国 946,578 1,242 146 12 1,394 298 21
2 武蔵国 1,270,373 3,032 1,295 43 5,638 3,902 69
3 三河国 471,495 1,496 354 24 2,089 947 45
4 畿内近国 山城国 222,252 494 231 47 2,049 1,772 86
5 大和国 497,224 1,470 117 8 1,641 295 18
6 近江国 857,182 1,584 314 20 2,037 765 38
7 丹波国 330,714 969 101 10 1,100 230 21
8 摂津国 415,936 971 152 16 1,201 382 32
9 河内国 294,383 557 54 10 615 113 18

10 和泉国 171,108 342 7 2 363 28 8
11 播磨国 654,499 1,773 158 9 1,943 328 17
12 阿波国 306,632 586 332 57 3,314 3,060 92

②　羽前国郡別相給率等
旧国名 旧郡名 石高 村数 相給村数 村相給率 行政村数 相給行政村数 行政村相給率

1 羽前国 村山郡 365,166 453 113 25 572 232 41
2 最上郡 84,250 85 11 13 96 22 23
3 置賜郡 336,868 294 0 0 294 0 0
4 田川郡 160,294 410 22 5 432 44 10

計 946,578 1,242 146 12 1,394 298 21
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徳
川
領
国
の
畿
内
近
国
で
は
時
に
は
同
一
の
公
儀
触
が
領
主
、
複
数
の
奉
行

所
か
ら
重
複
し
て
行
わ
れ
て
い
て
、
一
見
し
て
「
最
適
化
」
と
言
え
な
い
が
、
奉

行
所
か
ら
の
伝
達
は
徹
底
と
い
う
面
で
は
「
最
適
化
」
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
問
題
は
、
先
に
紹
介
し
た
旗
本
天
野
氏
の
伝
達
が
確
認
で
き
る
年
も
あ
れ

ば
確
認
で
き
な
い
年
も
あ
る
よ
う
な
伝
達
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
領
国
あ
り
方
か
ら
す
る
と
、「
最
適
化
」
は
国
持
外
様
領
国
の

方
が
進
ん
で
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
「
最
適
化
」
の
度
合
い
よ
っ
て
両
領
国

の
存
在
が
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
展
望
し
て
い
る
。

課
題
は
、
ま
ず
は
今
後
、
旗
本
、
一
般
給
人
の
御
用
留
等
を
含
む
資
料
の
収
集
、

分
析
に
努
め
て
「
最
適
化
」、
そ
の
目
的
を
実
証
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
国
持
外
様
領
国
の
地
方
知
行
に
お
い
て
、
鳥
取
池
田
家
領
の
よ
う

に
実
質
蔵
米
支
給
が
行
わ
れ
る
あ
り
方
は
「
最
適
化
」
と
い
え
る
が
、
な
お
も
給

人
が
給
地
か
ら
年
貢
徴
収
を
行
う
国
持
大
名
領
も
あ
る
こ
と
、
徳
川
領
国
畿
内
近

国
の
奉
行
が
触
伝
達
を
行
う
こ
と
は
あ
る
意
味
「
最
適
化
」
と
い
え
る
が
、
な
お

も
旗
本
天
野
氏
知
行
地
の
よ
う
に
時
に
は
一
年
間
公
儀
触
を
確
認
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
が
伝
達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
繰
り
返
し
に
な
る
が
留
意
し
て
お

き
た
い
。
こ
の
事
情
は
、
別
稿30

で
検
討
し
た
「
公
儀
（
協
働
）」
に
関
わ
る
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
書
第
一
部
の
天
保
一
三
年
公
儀
触
伝
達
調
査
で
確
認
さ
れ
た
公
儀

触
数
に
よ
り
両
領
国
（
徳
川
、
国
持
外
様
）
の
存
在
、
構
造
を
検
討
し
た
が
決
定

的
な
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

儀
触
等
伝
達
は
行
わ
れ
ず
、
家
中
役
所
よ
り
伝
達
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
畿
内
近
国
は
た
し
か
に
領
地
の
散
在
、
錯
綜
、
相
給
で
あ
る
が
、
そ

の
度
合
は
別
の
こ
と
と
し
て
、
領
主
以
外
の
奉
行
所
に
よ
る
公
儀
触
が
領
主
、
他

の
奉
行
所
と
重
複
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
伝
達
さ
れ
る
の
は
他
の
理
由
が
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
領
国
に
お
け
る
触
伝
達
の
あ
り
方
は
、
一
見
別
の
事
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
共
通
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
お
け
る
「
自
然
淘
汰
（
有
利
な
変
異
は

保
存
さ
れ
、
不
利
な
変
異
は
排
除
さ
る
過
程
）」
に
も
と
づ
く
「
最
適
化
」24（
目
的

に
対
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
方
針
・
計
画
を
た
て
、
設
計
を
行
い
、
あ
る
い
は
そ

う
し
た
選
択
を
行
う
こ
と25

）
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
い
。

す
べ
て
「
最
適
化
」
で
判
断
す
る
な
ら
ば
、
今
後
の
研
究
は
必
要
な
い
と
の
批

判
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
分
析
視
角
を
深
め

る
と
と
も
に
「
最
適
化
」
の
目
的
も
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
別
稿
で
も
述
べ
た
が
、
目
的
は
、
藪
田
貫
氏
の
支
配
国
論26

に
お
け
る
「
社

会
経
済
的
基
盤
」（
京
都
町
奉
行
支
配
国
）
や
そ
れ
を
受
け
て
の
筆
者
の
「
皇
都

の
社
会
経
済
的
基
盤
」
と
し
て
の
支
配
国
の
た
め
で
は
な
い
か27

と
考
え
て
い
る

が
、
こ
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、「
最
適
化
」
に
行
き
着
い
た
の
は
、
直
接
に
は
最
近
読
ん
だ
本
か
ら
で

あ
る
が
、
水
本
邦
彦
氏
の
領
主
権
限
が
奉
行
と
村
に
分
離
す
る
と
い
う
研
究28

と

別
稿
の
鳥
取
池
田
家
領
の
考
察29

が
前
段
に
あ
っ
た
こ
と
は
述
べ
て
お
き
た
い
。

両
領
国
の
公
儀
触
伝
達
を
「
最
適
化
」
か
ら
見
る
と
、
国
持
外
様
領
国
で
は
、

初
期
は
給
人
も
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
、
家
中
役
所
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、「
最
適
化
」（
今
後
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
が
）
さ
れ
た
と
考
え
る
。
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本
書
第
一
部
の
天
保
一
三
年
公
儀
触
伝
達
調
査
報
告
の
今
後
の
課
題
か
ら
、

推
測
で
あ
る
が
国
持
外
様
領
国
の
地
方
知
行
を
行
う
一
般
給
人
が
公
儀
触
等
伝
達

を
行
わ
な
い
と
い
う
あ
り
方
、
徳
川
領
国
畿
内
近
国
の
領
主
以
外
の
奉
行
所
が
時

に
は
同
一
の
公
儀
触
を
重
複
し
て
伝
達
す
る
あ
り
方
の
検
討
を
今
後
の
課
題
と
し

た
。
そ
の
検
討
の
展
望
と
し
て
両
者
の
あ
り
方
は
「
最
適
化
」
に
よ
る
も
の
で
、

国
持
外
様
領
国
の
一
般
給
人
の
あ
り
方
の
方
が
、
畿
内
近
国
の
あ
り
方
よ
り
進
ん

だ
も
の
で
あ
り
、「
最
適
化
」を
指
標
と
す
る
検
討
に
よ
っ
て
両
領
国
体
制
の
存
在
、

構
造
の
確
認
が
行
え
る
と
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
旗
本
、
給
人
の
御
用
留
等
の
調
査
、
収
集
、
分
析

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

筆
者
が
公
儀
等
の
触
に
関
心
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
水
本
邦
彦
氏
の
浦
触
等

の
講
義
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、『
京
都
町
触
集
成
』
に
か
か
わ
る

朝
尾
直
弘
氏
等
の
諸
研
究
、
前
述
の
安
岡
重
明
氏
に
始
ま
る
畿
内
近
国
論31

、
藪

田
貫
氏
の
支
配
国
論32

、
そ
の
間
安
岡
重
明
氏
が
当
初
述
べ
ら
れ
て
い
た
「
外
様

の
大
領
国
」
の
地
方
知
行
制33

等
を
併
せ
て
学
ん
で
き
た
。
今
後
は
、
時
間
が
か

か
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、今
回
の
課
題
と
展
望
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ご
批
判
、

ご
教
示
を
お
願
い
し
て
お
き
た
い
。

今
回
も
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
全
国
の
図
書
館
、
博
物
館
等
、
と
り
わ
け
地
元
の
図
書
館
の
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
に
は
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
。
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

本
稿
は
二
〇
二
四
年
度JSP23k01060

の
助
成
を
受
け
た
「
公
儀
触
に
よ
る

両
領
国
（
徳
川
・
国
持
外
様
）
体
制
の
最
終
検
証
と
触
研
究
へ
の
報
提
供
あ
り
方

研
究
」（
研
究
代
表
山
田
洋
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
京
都
府
立
大
学
特
任
講
師
）

【
註
】

1�

藤
野
保
「
徳
川
幕
藩
領
国
体
制
の
形
成
」（『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
一
年
）、
矢
守
一
彦
「
幕
藩
社
会
の
空
間
秩
序
に
つ
い
て
」（『
幕
藩
社
会
の
地
域

構
造
』
大
明
堂
、
一
九
七
〇
年
）、
今
野
真
「『
土
芥
寇
讎
記
』
と
大
名
論
」（
Ｊ
・
Ｆ
・

モ
リ
ス
ほ
か
編
『
近
世
社
会
と
知
行
制
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
）、
針
谷
武
志
「
領

知
経
営
と
幕
府
」（『
徳
川
幕
府
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
等
。

2�

山
田
洋
一
「
公
儀
触
伝
達
に
み
る
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
の
構
造　

京
都
、
山
城
・
丹
波
・

丹
後
国
と
因
幡
・
伯
耆
国
の
比
較
か
ら
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
〇
』、二
〇
一
八
年
）、

山
田
洋
一
「『
国
持
』
の
認
識 　

 

両
領
国
体
制
（
徳
川
領
国
・
国
持
外
様
領
国
）
の
存
在
と
構
造

に
関
係
し
て
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
二
』、
二
〇
二
〇
年
）、
山
田
洋
一
「
徳
川
領

国
（
武
蔵
国
・
久
美
浜
代
官
所
領
〈
丹
後
・
但
馬
国
〉
と
国
持
外
様
領
国
（
周
防
・
長
門
国
）
の

公
儀
触
等
」（『
京
都
府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
書 

二
六　

京
丹
後
市
久
美
浜
町
太
刀
宮
文
書
（
久
美

浜
代
官
所
郡
中
代
等
文
書
）・
佐
治
家
資
料
調
査
と
御
用
留
横
断
研
究
』〈
京
都
府
立
大
学
文
学
部

歴
史
学
科
、
二
〇
二
二
年
〉）。

3�

山
田
洋
一
「
公
儀
触
伝
達
に
み
る
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
の
構
造　

京
都
、
山

城
・
丹
波
・
丹
後
国
と
因
幡
・
伯
耆
国
の
比
較
か
ら
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文

七
〇
』、
二
〇
一
八
年
）。

4�

山
田
洋
一
「
徳
川
領
国
（
武
蔵
国
・
久
美
浜
代
官
所
領
〈
丹
後
・
但
馬
国
〉
と
国
持
外
様

領
国
（
周
防
・
長
門
国
）
の
公
儀
触
等
」（『
京
都
府
立
大
学
文
化
遺
産
叢
書 

二
六　

京
丹

後
市
久
美
浜
町
太
刀
宮
文
書
（
久
美
浜
代
官
所
郡
中
代
等
文
書
）・
佐
治
家
資
料
調
査
と

御
用
留
横
断
研
究
』）。

5�
中
川
博
勝
「
山
城
国
旗
本
天
野
領
に
お
け
る
公
儀
触
の
伝
達
」（『
京
都
府
立
大
学
文
化
遺

産
叢
書 
二
六　

京
丹
後
市
久
美
浜
町
太
刀
宮
文
書
（
久
美
浜
代
官
所
郡
中
代
等
文
書
）・

佐
治
家
資
料
調
査
と
御
用
留
横
断
研
究
』）。
な
お
、
本
稿
筆
者
も
以
前
に
同
家
文
書
中
の
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度
慶
安
四
年
二
月
八
日
）」（
山
中
寿
夫
「
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
地
方
知
行
の
性
格
に
つ

い
て
」〈
史
学
研
究
七
二
、一
九
五
九
年
、
四
〇
頁
〉）。
右
の
御
家
中
御
法
度
慶
安
四
年
二

月
八
日
条
は
「
一
当
年
在
々
百
姓
等
及
迷
惑
由
候
申
迄
も
無
之
候
得
共
銘
々
知
行
所
不
作

不
仕
様
に
入
念
尤
候
御
蔵
入
御
仕
置
之
様
子
を
も
可
有
御
聞
合
候
猶
又
度
々
如
申
触
下
々

衣
類
以
下
御
法
度
之
趣
弥
堅
可
被
申
付
候
」（
と
っ
と
り
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
鳥
取
県

立
博
物
館
所
蔵
鳥
取
藩
政
資
料
御
家
中
御
法
度
寛
永
九
年
～
享
保
二
〇
年
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
で

あ
る
。

15�

安
岡
重
明
「
近
畿
に
お
け
る
封
建
支
配
の
性
格　

非
領
国
に
関
す
る
覚
書
」 （
ヒ
ス
ト
リ
ア

二
二
、一
九
五
八
年
、
五　

領
主
権
の
弱
さ
）。

16�

青
木
美
智
男
『
近
世
非
領
国
地
域
の
民
衆
運
動
と
郡
中
議
定
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
四

年
）。

17�

村
田
路
人
「『
非
領
国
』
と
広
域
支
配
」（「
愛
知
県
史
の
し
お
り
」
資
料
編
二
二
近
世
八
領

主
二
、
愛
知
県
史
県
史
編
さ
ん
室
、
二
〇
一
五
年
）。『
愛
知
県
史　

資
料
編
二
二　

近
世

八
領
主
二
』（
二
〇
一
五
年
、
第
一
章
非
領
国
地
域
と
し
て
の
三
河
）。

18�

今
村
直
樹
「
近
世
駿
府
・
駿
河
の
領
主
制
や
地
域
社
会
を
考
え
る
た
め
に　
『
非
領
国
』
論

の
視
座
か
ら
」（
静
岡
県
地
域
史
研
究
六
、
二
〇
一
六
年
）。

19�

「
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
の
高
都
帳
、
幕
末
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
美
馬
郡
村
高
其

他
控
帳
と
も
に
高
二
九
八
石
余
、
同
控
帳
に
よ
る
と
高
は
す
べ
て
長
坂
三
郎
左
衛
門
の
知

行
」（「
東
端
山
」〈『
日
本
歴
史
地
名
体
系　

徳
島
県
』（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）〉）
と
さ
れ

て
い
る
。

20�
「
徳
島
藩
」（『
藩
史
大
事
典
６
中
国
・
四
国
編
』〈
雄
山
閣
、
一
九
九
〇
年
、
四
一
九
頁
〉）。

21�
本
書
第
一
部
別
表

104
の
触
留
に
は
、「
曽
我
部
道
右
衛
門
」
と
し
か
記
載
が
な
い
が
、
触
留

が
含
ま
れ
る
武
田
家
文
書
目
録ﾀｹﾀ

〇
〇
〇
九
七
〇
〇
〇
（
徳
島
県
立
文
書
館
HP
公
開
資
料

検
索
＊
二
〇
二
五
年
二
月
確
認
）
に
は
「
郡
里
村
与
頭
庄
屋
曽
我
部
道
右
衛
門
」
と
あ
る
。

用
状
・
江
戸
状
の
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
分
の
み
で
あ
る
が
、
分
析
し
、
公
儀
触
を
確

認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
旗
本
は
触
伝
達
を
行
っ
て
い
な
い
、
と
し
た
。
分
析
年
の
不
足

で
あ
っ
た
。
中
川
氏
の
分
析
に
同
意
し
た
い
。

6�

野
本
禎
司
「
仙
台
藩
士
の
知
行
地
支
配　
「
要
害
」
拝
領
・
大
條
家
文
書
か
ら
」（『
古
文

書
が
語
る
東
北
の
江
戸
時
代  

み
ち
の
く
歴
史
講
座
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
〉）。

7�

野
本
禎
司
「
仙
台
藩
士
の
知
行
地
支
配　
「
要
害
」
拝
領
・
大
條
家
文
書
か
ら
」（『
古
文
書

が
語
る
東
北
の
江
戸
時
代  
み
ち
の
く
歴
史
講
座
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
三
九

頁
〉）。

8�

「
仙
台
藩
奉
行
大
條
家
文
書　

家
・
知
行
地
・
職
務
」（
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書

七
〇
、二
〇
二
二
年
）。

9�

野
本
禎
司
「
仙
台
藩
宿
老
後
藤
家
文
書
―
由
緒
・
職
務
・
武
芸
」（
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
叢
書
七
二
、二
〇
二
三
年
）。

10
Ｊ
・
Ｆ
・
モ
リ
ス
『
近
世
日
本
知
行
制
の
研
究
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
八
年
）。

11
一
関
市
博
物
館
所
蔵
一
関
市
（
旧
藤
沢
町
）
肝
入
の
首
藤
康
夫
家
文
書
目
録
（
二
―
一
―

一
―
二
八
三
―
二
三
）
に
は
天
保
一
一
年
正
月
付
け
御
触
御
定
留
（
大
籠
村
）
の
記
載
が

あ
る
が
表
紙
（
形
態
は
状
）
の
み
と
の
こ
と
で
あ
る
。

12
支
倉
清
、
支
倉
紀
代
美
『
下
級
武
士
の
田
舎
暮
ら
し
日
記
奉
公
・
金
策
・
獣
害
対
策
』（
築

地
書
館
、
二
〇
一
九
年
）。

13�

右
同
八
二
頁
。
公
儀
触
は
『
御
触
留
寛
保
集
成
』
二
一
〇
一
―
一
享
保
九
・
二
・
一
四
/
九
・

二
・
一
五
米
穀
下
直
ニ
付
諸
色
直
段
可
引
下
之
事
、
同
二
一
〇
一
―
二
享
保
九
・
二
・
一
四

/
九
・
二
・
一
五
諸
色
直
段
引
下
ニ
付
諸
国
造
出
し
候
諸
色
直
段
可
引
下
之
事
。

14�

「
ま
た
給
人
は
給
所
に
不
作
の
な
い
よ
う
に
念
を
入
れ
て
監
督
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
『
御
蔵
入
御
仕
置
之
様
子
を
も
可
有
御
聞
合
』
こ
と
が
肝
要
と
さ
れ
、
衣
類
そ

の
他
に
関
す
る
法
令
を
給
所
百
姓
に
徹
底
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
（
御
家
中
御
法
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22�
山
田 

洋
一
「
公
儀
触
伝
達
に
み
る
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
の
構
造　

京
都
、
山

城
・
丹
波
・
丹
後
国
と
因
幡
・
伯
耆
国
の
比
較
か
ら
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文

七
〇
』、
二
〇
一
八
年
、
二
三
八
頁
）。

23�

山
田 

洋
一
「
公
儀
触
伝
達
に
み
る
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
の
構
造　

京
都
、
山

城
・
丹
波
・
丹
後
国
と
因
幡
・
伯
耆
国
の
比
較
か
ら
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文

七
〇
』、
二
〇
一
八
年
、
二
三
六
頁
）。

24�

本
書
第
一
部
の
調
査
で
調
査
先
に
赴
く
と
き
、
最
寄
り
駅
か
ら
撮
影
機
材
と
共
に
徒
歩

三
〇
、四
〇
分
な
ど
か
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
利
用
客
減
で
昼
間
の
バ
ス
便
が
無
く
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
）。
そ
の
際
自
然
と
地
図
を
み
て
、
近
道
を
探
し
て
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
時

に
は
道
に
迷
い
墓
地
に
入
り
込
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
習
性
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。
そ

の
た
め
か
歩
く
こ
と
に
関
す
る
本
に
も
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
本
の
一
つ

に
カ
ナ
ダ
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
ハ
イ
カ
ー
で
も
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ム
ー
ア
氏
の

著
作
『
ト
レ
イ
ル
ズ　
「
道
」
と
歩
く
こ
と
の
哲
学
（On trails
）』（
エ
イ
ア
ン
ド
エ
フ
、

二
〇
一
八
年
）
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
、「
大
学
構
内
の
舗
装
さ
れ
た
通
路
の
あ
い
だ
の
芝

地
に
で
き
る
近
道
…
『
デ
ザ
イ
ア
・
ラ
イ
ン
（
欲
求
の
線
）』」（
前
同
二
四
頁
）
が
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
ム
ー
ア
氏
は
、
こ
の
近
道
は
「
誰
か
ひ
と
り
で
つ
く
っ
た
わ
け
で
な
い
。
…

ま
ず
誰
か
が
試
し
に
そ
こ
を
通
っ
て
み
る
。
そ
し
て
つ
ぎ
の
人
が
そ
れ
に
続
く
。
つ
ぎ
つ

ぎ
に
そ
こ
を
誰
か
が
通
る
た
び
に
、
…
ル
ー
ト
が
改
善
さ
れ
て
い
」
っ
た
道
で
あ
る
、
と

す
る
。
本
稿
で
は
公
儀
触
伝
達
の
あ
り
方
の
本
質
は
こ
の
近
道
の
あ
り
方
と
同
じ
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
さ
ら
に
ム
ー
ア
氏
は
、
こ
の
近
道
の
原
理
を
（
多
分
）
知
り
合
い
の

昆
虫
学
者
の
言
「
す
べ
て
の
も
の
は
本
来
、最
適
化
に
向
か
う
」
か
ら
「
最
適
化
」
と
す
る
。

ま
た
、ム
ー
ア
氏
は
昆
虫
学
者
に「
最
適
化
」の
参
考
文
献
を
尋
ね
る
と「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』
だ
ね
」
と
の
教
示
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
（
前
同
二
八
頁
）。

本
稿
で
は
、『
種
の
起
源
』
の
「
自
然
淘
汰
（
有
利
な
変
異
は
保
存
さ
れ
、
不
利
な
変
異
は

排
除
さ
る
過
程
）」（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
種
の
起
源　

 

上　

自
然
淘
汰
に
よ
る
種
の
起
源
』〈
光

文
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
五
四
頁
〉）
が
「
最
適
化
」
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

25�

「
最
適
化
」（『
日
本
大
百
科
全
書
』）。

26�

藪
田
貫
「
支
配
国
・
領
主
制
と
地
域
社
会
」（
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
近
世
の
地
域
編
成

と
国
家
』〈
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
〉）。

27�

山
田
洋
一
「
触
に
み
る
近
世
『
徳
川
領
国
』
内
丹
波
国
の
構
造　

京
都
府
域
関
係
古

文
書
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
前
提
と
し
て
（
五
）」（『
京
都
府
立
総
合
資
料
館
紀
要

三
八
』、
二
〇
一
〇
年
、
二
七
三
頁
）。

28�

水
本
邦
彦
「
四　

畿
内
・
近
国
と
近
世
的
国
制
」（『
近
世
の
郷
村
自
治
と
行
政
』〈
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
二
九
三
頁
〉）。

29�

山
田
洋
一
「
公
儀
触
伝
達
に
み
る
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
の
構
造　

京
都
、
山

城
・
丹
波
・
丹
後
国
と
因
幡
・
伯
耆
国
の
比
較
か
ら
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文

七
〇
』、
二
〇
一
八
年
、
二
四
二
頁
、 「
徳
川
、
池
田
公
儀
と
Ａ
ル
ー
ト
＝
Ｄ
ル
ー
ト
、Ｂ
ル
ー

ト
＝
Ｃ
ル
ー
ト
」）。

30�

山
田
洋
一
「『
公
儀
（
お
お
や
け
）』
の
源
流　

両
領
国
（
徳
川
領
国
・
国
持
外
様
領
国
）

体
制
に
関
係
し
て
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
人
文
七
五
』、
二
〇
二
三
年
）。

31�

畿
内
近
国
論
の
研
究
史
は
、
大
宮
守
友
『
近
世
の
畿
内
と
奈
良
奉
行
』（
清
文
堂
出
版
、

二
〇
〇
九
年
、
序
章　

近
世
畿
内
支
配
の
研
究
史　

課
題
と
構
成
）、
小
倉
宗
『
江
戸
幕
府

上
方
支
配
機
構
の
研
究
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
序
章　

先
行
研
究
の
成
果
と
本
書
の

課
題
）、
村
田
路
人
『
近
世
畿
内
近
国
支
配
論
』（
塙
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
序
章　

近
世

畿
内
近
国
支
配
論
の
研
究
史
整
理
と
本
書
の
課
題
）
等
参
照
。

32�
藪
田
貫
「
支
配
国
・
領
主
制
と
地
域
社
会
」（
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
近
世
の
地
域
編
成

と
国
家
』〈
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
〉）。

33�

「
外
様
の
大
領
国
に
お
い
て
は
幕
府
の
施
政
は
一
切
領
主
の
手
を
経
過
す
る
の
が
普
通
で
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あ
り
、
こ
こ
で
は
土
地
人
民
に
対
す
る
領
主
の
一
円
支
配
（
一
元
的
支
配
）
の
原
則
が
貫

か
れ
て
い
る
。
大
名
領
国
に
お
け
る
領
主
の
一
元
的
支
配
を
そ
の
基
本
的
政
治
体
制
と
み

る
な
ら
ば
（
註
①
）、
畿
内
に
お
い
て
み
ら
れ
た
幕
府
と
藩
に
よ
る
支
配
の
二
元
性
は
、
い

わ
ば
非
領
国
性
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
」「
註
①　

こ
の
こ
と
は
最
近
大
名
領
に
お
け
る

地
方
知
行
制
の
研
究
が
進
み
（
例
え
ば
藤
野
保
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
知
行
地
の
存
在
形
態
」、

歴
史
学
研
究
一
九
八
号
）、
か
ん
た
ん
に
割
切
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
傾
向
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。（
後
略
）」（
安
岡
重
明
「
近
畿
に
お
け
る
封
建
支
配

の
性
格　

非
領
国
に
関
す
る
覚
書
」 〈
ヒ
ス
ト
リ
ア
二
二
、一
九
五
八
年
、
三
八
頁
〉）。

〔
追
記
〕

本
稿
を
成
稿
後
に
、
仙
台
伊
達
家
領
の
陸
前
国
柴
田
郡
富
沢
村
（
現
宮
城
県
柴
田
町
）
に
か

か
わ
る
別
表
追
加
２
（
四
四
頁
）
の
公
儀
触
の
確
認
を
行
っ
た
。
本
稿
一
四
六
頁
上
段
一
六

～
二
二
行
の
記
述
で
は
、「
肝
入
が
村
人
ま
で
伝
達
し
た
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
」
と
し
た

が
、
肝
入
の
触
留
を
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
伝
達
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
確
認
は
柴
田

町
教
育
委
員
会
し
ば
た
の
郷
土
館
の
副
館
長
畠
山
未
津
留
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。



表紙の解説
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5 6
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（裏） （表）
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1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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